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論　文　内　容　の　要　旨

　研究目的

　進行胆道癌の切除率や根治性を高めるためには肝膵

同時切除術が必要となることが多い．しかし手術侵襲

が大きく，膵空腸吻合部縫合不全などの術後合併症の

発生率が高い傾向にある．そこで肝膵同時切除での，

肝切除の膵空腸吻合部に及ぼす影響をみる目的で，局

所循環動態を中心に実験的に検討した．

　対象および方法

　雑種成犬を用い，静脈麻酔下に約40％肝切除（内側・

外側切除）と膵空腸吻合（膵管粘膜縫合法）を同時に

行った肝切群（n＝17）と膵空腸吻合だけの非肝切群

（n＝8）を作製した．術後2週まで生存したのは両町と

もに7頭ずつであり，この生存犬を用いて2週後に手

術侵襲と膵空腸吻合部の創傷治癒状況および電磁血流

計，レーザードップラー血流計，PO2モニターを使用し

た門脈循環動態と吻合部局所循環動態についてそれぞ

れ比較検討した．

　1）手術侵襲の検討：死亡率，手術時間そして体重の

変化を比較した．

　2）吻合部の創傷治癒状況：肉眼的観察，組織学的検

討および膵hydroxyproline量を測定した．

　3）門脈循環動態：門脈血流量，門脈圧そして門脈血

酸素分圧を測定した．さらに肝臓の組織血流量と組織

酸素分圧を測定した．

　4）吻合部局所循環動態：膵空腸吻合部の膵臓側お

よび空腸側の組織血流量と組織酸素分圧を測定した．

　実験成績

　1）手術侵襲の検討では，死亡率は肝切群58。8％，三

十切下12，5％であった（p〈0．05）．手術時間や体重の

変化では差はなかった．

　2）吻合部の肉眼的観察では，肝切群で骨膿瘍が多く

（p＜0．05），組織学的にも出血・壊死の像が多く，治癒

機転の遅れがみられた．膵hydroxyproline量は非肝

切下で大きく増加した（p〈0．05）．

　3）門脈循環動態では，肝切群で門脈圧が上昇し

（p〈0．01），門脈血流量と門脈血酸素分圧は低下した

（p〈0．01）．肝臓では組織血流量は両群で低下し，組織

酸素分圧は肝開胸で大きく低下した（p〈0．01）．

　4）吻合部局所循環動態では，組織血流量と組織酸素

分圧は膵臓側では両群で低下し，空腸側では肝切群で

大きく低下した（p＜0．01）．

　考察および結論

　肝膵同時切除での，肝切除の膵空腸吻合部に及ぼす

影響をみる実験において，肝切群では死亡率が高く，

虚空腸吻合部の肉眼的，組織学的検討および膵

hydroxyproline量の測定結果から吻合部の線維化遅

延傾向がみられ，また門脈循環動態から門脈のうっ滞

状態と吻合部局所循環動態から吻合部空腸側のうっ

血・微小循環障害が生じていることが示された．すな

わち肝切除に加えて膵空腸吻合を行った場合，肝切除

による門脈のうっ滞・酸素分圧の低下により膵空腸吻

合部にうっ血・微小循環障害が生じ，それが縫合不全

につながる創傷治癒機転遅延の一因となると考えた．
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論　文　審　査　の　要　旨

　近年，進行胆道癌に対して行われるようになった肝膵同時切除は，術後合併症も高頻度に起り，手術死亡率

もいまなお高い難手術であるが，これに関する基礎研究はいまだ少ない．

　本研究は，肝切除の膵空腸吻合部に及ぼす影響を雑種成犬を用いて実験的に検討した結果，肝切除による門

脈循環障害が膵空腸吻合部に局所循環障害を来し，それが縫合不全につながる創傷治癒機転遅延の一因となる

ことを明らかにしたもので，臨床上，学術上価値ある論文である．
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